
 

 

 

 鳩 はと 

知っておきたいキリスト教のことば （164） 

 
「方舟から鳩を放つノア」 

            サンマルコ寺院の装飾                 
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わたしが勤務している奈良基督教会や、以前勤務していた桃山

基督教会のいわゆる鬼瓦には、鳩とオリーブが刻まれていま

す。また奈良基督教会の洗礼盤の上には、鳩の彫刻が乗せられ

ています。鳩は聖書に登場する鳥です。 

鳩は旧約聖書の創世記 6～9章にある「ノアの箱舟」物語の中

に登場します。神さまは人々が堕落していることを嘆き、洪水で

滅ぼすことにしました。しかし人間の中でも無垢であったノアに、

箱舟を造らせます。ノアは箱舟を造り終えると、妻と三人の息子

と妻、そしてすべての動物のつがいを乗せます。洪水は地上に

生きていたものを滅ぼし尽くします。 

水が引いてきたころ、ノアは烏や鳩を放ちます。二度目に鳩を

放ったとき、鳩はオリーブの葉をくわえて箱舟に戻ってきたそうで

す。神さまはそして、「もうこのようなことはしない」と決意され、空

に大きな虹を架けます。その出来事から、鳩は「平和の象徴」と

呼ばれます。 

また新約聖書には、イエス様の洗礼の場面が書かれていま

す。そこにはこのようにあります。「イエスは洗礼を受けると、すぐ

水の中から上がられた。そのとき、天がイエスに向かって開い

た。イエスは、神の霊が鳩のように御自分の上に降って来るのを

御覧になった。（マタイによる福音書 3章 16節）」 

このように鳩は、「聖霊の象徴」でもあります。イエス様の洗礼

の場面を描いた絵画にも、鳩は多く登場します。 

教会という箱舟を形作る瓦に彫られ、また水と霊とによる洗礼

を意味するかのように洗礼盤に載せられた鳩。その意味を噛み

しめていきたいものです。 

次回は「バビロン捕囚」です。お楽しみに。 

鳩は夕方になってノアのもとに帰って

来た。見よ、鳩はくちばしにオリーブ

の葉をくわえていた。ノアは水が地上

からひいたことを知った。 

(創世記 8章 11節) 
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